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京都大学附属図書館開館日程表

灘 一 場合はその都度掲示いたします
。

★12月24日 ～1月5日 は図書 整理等で休館いたします。ご注意ください。★

・冬季長期貸出のご案内 ♪

開架図書12/9～

庫内図書 院生 ・教瞼員11/24～

学部生12/9～

※ 館内での飲食は禁止 しています。

返 頭期限8は いつれも

お問 い合 わせ 先:資 料運 用掛(753-2632)



…年 末 年 始 み な さ ん は ど う過 ご さ れ ます?

早 いもの で すね 、今年 も師走に な って しまい ました。時の 流れが ものす ごく早 く感 じ ら

れ る ように な った の は私 が年を と ったぜいで し ょうか。 ともあれ来年 も元気な顔 でお会 い

しま しょう。

冬 季 長 期 貸 出 のお知らせ

開 架 図書 は,..12月9日(土)か ら

庫 内 図書 は_、 院生 ・教 職員の場 合11月24日(金)か ら

学部 生の場合12月9日(土)か ら

↓

返却 期 限 日は いずれ の場合 も、

翌1996年1月16日(火)で す。

田舎に 帰 る人 は 旅のお ともにいかがで しょう。

But!あ との人の ことも考 えて、返却期限 日は きち ん と守 りま しょうね ⑨

(資 料運用掛)

一
年 末 ・年 始の所在 検索サ ービス運用の 日程

■全国 大 学等 の 総合目録サー ビス等(NACSIS)

20日(水}一 ノ96年1/8(月)の 期 間 、 休 止 と な り ま す 。

■全学 オ ンライ ン目録(GPAC/丁SS)等

利 用 は22日(金)ま で 。

以降 保 守作業 のため 、年内 はサー ビスを休止します。

1新 年 は6日(土)か ら再開 します 。

*各 学 部 ・研 究 室の端 末から これらのサー ビスを ご利用の 場合も同様 です。

レポー ト ・卒論 関連の 文献の所蔵調査 がお済みで な い方 は 、お早め に。

(参考調 査掛)



し そう

「使 送 」って ご存知 で す か?

しそ う つかいはしり しわす

使送 って ご存 知 ですか?使 走でも師走 で もあ りません 。前回 ご案内 した現物 貸借の 制

度 によ り他大学 か ら附属 図書館 を通 じて図書 を借 り ること ができます。そ の依頼 のひとつ

として、 利用者 のみな さんが直 接他大学図書 館へ訪 問 して 借用で きるsystemを使送 といい

ます。 でも、⑥ カ ウンターで 串 し込め ば、す ぐに他 大学の 図書が 借 りる こ とがで きるとい

うもの ではあ りまぜん。 そ こで簡単に この制 度につ いてご説明 しま しょう。

まず 、⑥ カウ ンターで その 旨を言 って申 し込んで くださ い。 申込書に必 要事 項 を記入 し

て いた だきます 。なお、 大学に よ ってはこの 制度が 利用 で きない ところ もありま すの で、

⑥ カウ ンターの 掛 員におたずね ください。

それ を受 けて こ ちらで 、所蔵 している相手 大学 に 希望図 書 を借 りに行 くことが できるか

を問 い合わせ ま す。返事 はおよ そ2日 くらいかかり ます。相手大学 か ら返 事をも らえば、

申込者 のみなさ ん にご連 絡 しま すのでカウンターの 方にお越 しく ださい。 委任 状等の書 類

をお渡 します。

その書 類を持 って、そ の大学 を訪問 してください 。希望 してい た図書 を借りる ことが で

きました ら、そ の まま京 都大学 附属図書館 の⑥ カウ ンター にその 図書を持 って来 てくだ さ

い。そ こで借用 書 を記 入 してい ただきます。

後は 図書の返 却です。 利用 し終わ ったら必 ず期限 内にそ の大学 へ直 接図 書を返却 し、 ⑥

カ ウンタごに返 却 した こ とがわ かる書類をも ってき ていただ きま す。これ で完 了 というわ

け です。(ま た 、返却 だけ附属 図書館 を通 して郵 送 するこ とも可 能です。 郵送 料 の負担 は

してい ただ くこ とにな ります。 くわ しくは⑥ カウ ンターの掛員に おたずね くださ い.)

これ は、あ く まで図書 館間の 相互貸借を利用者の みなさんが郵 送するか わりに 、直接 訪

問 して借 りるとい うもの ですか ら委任状が必 要にな ったり、図書 館と して、 借用 や返却 の

確認が 必要 にな るの です。

この 使送のSystmで す と、通 常の現物貸借依頼の ように郵送料 の負担 はあ りまぜん。 で

も、以 上のよ うにみ なさんに いろいろ しても らわ な いことがあ りますの で、これ をふま え

た上で利用 して くださいね。

(相 互利用 掛)



今年度の展示会を終えて

附属 図書 館 では この秋、2つ の展 示会 を開催 しま した。10月16日 か らの総 合人間学

部 と共 催 の秋 季展示 会 「舎密 局か ら三高 へ」に は約1000人 、11月6日 か らの国立大

学 図書 館協 議 会公開 事業 「幕 末 ・明治期 古写真等資料展 」には 、短期 間(1週 間)に もか

かわ らず 、約1500人 の 方がみ えま した。現在ア ンケ ー トを まとめ て いる ところです。

「舎密 局か ら三 高へ」 では、写 真、文 書資料 と明治初 期に外 国から輸入 した物 理実験機

器が 展示 され て いたので すが、特 に実験 機器が興味を引 いたよ うで した。展 示会 といえば

文系 の テーマ が 多いので、 今回は 理工系の方に も面白 く観てい ただけたよ うです 。

「舎密 局か ら三 高 へ」 に続 く、 ノスタル ジー ・シリーズ第2弾 とい う趣 にな った 「幕 末

・明 治期 古写 真等 資料展」 では、 やはり地元京都の写真 が好評 のようで した。甘 酒売 りな

ど今 で は無 くな って しま った職業 の写真、 濃尾地震の写 真、そ れから昔の 新聞な ど、時 間

をか け て じっ くり鑑賞 して下さ った方が多 かった ようです。 「宣伝不 足で はない か」 とい

うご指 摘がた くさんあ りま した。 今後の課 題の ひとつ ですね。 「インター ネ ッ トはよい企

画で あ る」 と い うご意見 もあ りま した。 イ ンタ ーネ ッ トは現在 も公開中 です(URL:http:/

/WWW.lib.u-tokyo.ac.jp/junkei)。

観 に 来て くだ さ った皆様あ りが とうござ いま した。観 に来れ なか った方 尺、来 年の展示

会 には ぜひ お越 しください ませ!。(雑 誌 ・特 殊資 料掛)

緊急！！

12月3日(日)は 停電のため休館 します。

休館日― 年末年始 ヴ ァージ ョン

95年12月23日(土)～96年1月5日(金)


